久慈広域連合 介護保険事業の特徴
〇地域包括ケア「見える化」システムを活用し、全国、岩手県及び近隣の二戸広域行政事務組合との比較を行った結果、当地域の特徴は以下のとおりと考えられます。
・総人口は年々減少しているが、高齢者数は増加しており、全国及び岩手県と比較し、高い高齢化率となっています。
・平成28年10月に開始した介護予防・日常生活支援総合事業（新総合事業）の開始以前は、高い高齢化率に伴い、認定率は県平均を上回っていましたが、新総合事業開始後は、要介護認定を受けずに、従前の訪問及び通所のサービスが利用できること等の理由により、一時的に認定者数は減少し、認定率は、全国平均をやや上回るものの県平均を下回っている状況にあります。
　しかしながら、前述の理由による認定者の減少は一時的なものと推測され、今後は高齢者の増加に伴い、認定者数及び認定率とも増加することが予想されます。
・被保険者一人当たりの給付月額は、近隣の二戸地区広域行政事務組合と同様に、施設及び居住系サービスが全国及び県平均を大きく上回っています。
　要支援・要介護者一人当たり定員は、通所・施設ともに近隣の保険者、全国及び県平均を上回っている状況にありますが、高齢独居や高齢夫婦世帯の割合が平均より高いほか、地域の特性として、出稼ぎ者が多いこと等の理由により、介護力が乏しいことから在宅サービスが平均よりも低く、施設サービスが高い傾向にあると考えられます。
・施設整備状況は、統計などから他地域と比較しても充実していると考えられ、今後は、地域包括ケアシステムの深化・推進により生活支援サービスの体制整備や一般介護予防事業の充実等により自立支援、重度化防止等の取り組みがより重要と考えます。
　
　※Word文書　ファイル名は、「久慈広域連合の特徴」とする
